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中国詩詩語 「攲枕」 （欹枕・枕をそばだつ） の用法変遷論
―
唐詞・宋詞篇及びまとめ
―
中
　
山
　
大
　
輔
論文要旨
中国・中唐期の詩において用いられ始めた詩語 ﹁
攲
枕」は、初出例
から数十年を経たずして流行した語で、本邦においても菅原道真らによって漢詩に詠まれたほか、漢文訓読語 ﹁枕をそばだつ」 として源氏物語にも用例が見える。しか そのように広く用いられた語でありながら、その意味については近年まで定説が無いとされる状況にあった。そこで別稿 （安部・中山
 平成二十五︶ において埋田重夫氏の論などを
踏まえながら、 ﹁
攲
枕」 は身体を左右いずれかの横向きにして臥せる様
子を表す語、とする解釈を提示した。更に 続編として ﹁
攲
枕」の
持つ悠々自適に寝転が 様 （悠緩︶ と輾転反側する様 （憂悶︶ の情景について、 その用法の変遷を唐・五代詩篇 （中山
 平成二十六︶ と宋詩篇 （中
山
 平成二十六︶ に分けてまとめた。本稿はその調査範囲を詞に移した姉妹編である。唐から宋末までの
詞における ﹁
攲
枕」 の用例を精査し、感懐・悠緩・憂悶の情景的用法の
趨勢を検証した。その中で五代十国 おける南唐の用例に、悠緩から憂悶への用法変遷の鍵があることを考察した。またこれまでの ﹁
攲
枕」
に関する拙稿の総括とし 詩・詞におけ 攲枕」 用法の差異の検証、﹁攲枕」 先行研究内容の考証も行った。
キーワード
︻攲枕、枕をそばだつ、宋詞、詩語、南唐︼
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一
　
緒言
日常の情景を平易な言葉で巧みに詠い、生前より唐、日本を問わ
ず多くの人々に親しまれた白居易の詩。その内の一つに以下の律詩がある。
日高睡足猶慵起
 
日高く
　
睡ねむ
り足りて
　
猶ほ起くるに慵
ものう
し
小閤重衾不怕寒
 
小せうかふ
閤
　
衾きん
を重ねて
　
寒を怕
おそ
れず
遺愛寺鐘欹枕聽
 
遺愛寺の鐘は
　
枕を欹
そばだ
てて聴き
香爐峯雪撥簾看
 
香炉峯の雪は
　
簾を撥
かか
げて看る
匡廬便是逃名地
 
匡きやうろ
廬は便ち是れ
　
名を逃るる地
司馬仍為送老官
 
司馬は仍
な
ほ
　
老を送るの官為
た
り
心泰身寧是歸處
 
心泰
ゆた
かに
　
身寧
やす
きは
　
是れ帰処なり
故鄕可獨在長安
 
故郷可
あ
に独り長安に在るのみならんや
（ ﹃新釈漢文大系
　
白氏文集 （三︶ ﹄ 参照。傍線は筆者、以下同様︶
題を ﹁香爐峰下、新卜山居、草堂初成。偶題東壁
　
重題其三」 と言
い、彼が左遷された先の江州での気儘な暮らしを詠んだ一首である。特に我 国では頷聯 （波線部︶の一節が平安期から広く親しまれ、 ﹃倭漢朗詠集﹄ や ﹃大鏡﹄ 等に引かれている。 ﹁香炉峰の雪いかならむ」 との中宮定子の問いに ﹁御簾を高く上げ」 て答えたという、か
の清少納言の逸話の典拠でもある。まさに中国、日本を問わず愛された名対であると言えよう。
ところがここでの ﹁撥簾」 （簾を撥ぐ︶の対句、 ﹁欹枕」 （枕を欹つ︶
という語彙については、この 〝遺愛寺の鐘の詩〟のみならぬ中唐以降の多くの詩で用いられているにも関わらず、近年までどのような動作を表しているのか定説が無 状態にあった。そこで ﹁
攲
枕」に
ついて ﹁枕をそばだつ」と う訓読を含め総合的に解釈を試みたのが ﹁唐詩詩語 ﹁欹枕」 の漢文訓読語としての ﹁枕をそばだてて （聞く︶ 」（側臥︶ 」 （安部・中山
　
以下 ﹁前稿」 と略記︶ である。この前稿にて ﹁攲
枕」 の示す語義をほぼ解き明かすことができた。
次に、より ﹁
攲
枕」 の理解を深めるため、特に 〝悠々自適に寝そべ
る〟 〝憂いに輾転反側する〟 といった ﹁
攲
枕」 の持つ情景に着目して、
その中国詩での用法の変遷を調査した。 れが姉妹編 ﹁中国詩詩語﹁攲枕」 用法変遷論―唐・五代詩篇―」 （中山
　
以下 ﹁唐詩篇」 と略記︶ 、
﹁中国詩詩語 ﹁
攲
枕」 （枕をそばだつ︶用法変遷論―宋詩篇―」 （中山
　
以下 ﹁宋詩篇」 と略記︶ である。本稿はその姉妹編の終編として、宋代までの
詞
0
における ﹁
攲
枕」の用法を精査するものである。
詞
0
にお
いての ﹁
攲
枕」用例の調査は、管見の限り岩城論文 （昭和三八︶にて
行われ いるのみであり、宋代までのほぼ全ての用例を網羅したものは本稿が初 試みであると思われる。（なお、 以下本稿で ﹁唐詩篇」 ﹁宋詩篇」 での言及箇所を示す場合は、各々章番号を付して ﹁唐詩篇
 三」
（唐詩篇第三章の意︶ の様に表す。 ︶
(100)
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二
　
詩語 「攲枕」 概説
ここではまず詩語 ﹁
攲
枕」について簡略に特徴を解説する。詳し
い考証については前稿並びに唐詩篇、宋詩篇を参照されたい。﹁
攲
枕」 （枕をそばだつ︶は、中唐期 （西暦七五〇年頃︶から詩人達
によって用いられ始めた語彙の一つである。初出から約五十年下った白居易・元稹らが活躍し 年代には多くの で詠まれるようになり、それまでには一般的な詩語として定着していたと考えられる。また散文で使われることは稀で、ほぼ詩などの韻文においてのみ用例が見られる （前稿
 三―（一︶ ︶ 。
語義としては身体を横に向けて臥す体勢 （側臥︶を表している。
﹁攲」 には 〝傾ける〟 の意味があり、 ﹁攲枕」 をそのまま解釈すれば ﹁枕を傾ける」 の意味になるが、ここでの ﹁枕」 は寝具の枕そのものではなく、横になっている身体のことを表す換喩 （メトニミー︶として捉えたい （前稿
 六―（一︶ ︶ 。よって ﹁
攲
枕」 （枕をそばだつ︶ は、横に
なっている身体を左右に向けた状態を表現する詩語である。
更に、詩語 ﹁
攲
枕」 が含み持つ情景として、先述の 〝遺愛寺の鐘の
詩〟のような 〝悠々自適 寝そべる〟情景や、逆 暗く 〝憂 に輾転反側する〟情景 （例
: 元
稹
﹁晩秋」 ︶ 、また主に心情に関わらず 〝寝な
がら何かに注意を向ける〟情景の三通りがあることが分かった。唐から宋にかけての ﹁
攲
枕」の用法は、時期によってこの三つの情景
の用いられる割合が変遷しており、その移り変わりを調査するのが本稿を含む姉妹編の趣旨である。これら ﹁
攲
枕」の持つ三つの情景
に関しては第四章にて詳述する。
また、 ﹁
攲
枕」の ﹁
攲
」の字については旁の違いで ﹁
敧
」や ﹁欹」と
表される場合があるが、語の意味には影響しないと考えられるため（前稿
 二、唐詩篇
 三︶ 、本稿では同じ ﹁攲枕」 として扱う。表記も ﹁攲」
で統一するが、索引や参考文献を引用した箇所ではそれぞれの原文の字を用いた。なお、検索上 便宜 図 ため、表題では ﹁
欹
0
枕
」 も
併記した。三
　〝詞〟 について今回取り上げるのは中国の
詞
0
における ﹁
攲
枕」の用例であるが、
その文学様式としての詞
0
について簡単に触れておきたい。
まず詞の辞書における解説を確認してみる。
し ︻詞︼ ①ことば。文章。詩歌。 （用例略︶
②中国、古典文学の一ジャンル。唐代に流行した新しい歌謡の歌詞が、やがて 形式として定着したもの。一句の字数が不定で、俗語を多用する。宋代に栄え、宋を代表する文学とされる。塡詞 （てんし︶ 、詩余などとも呼ばれる。
＊塡詞図
譜 （
1806 ︶総論 ﹁凡そ、唐より以前は、楽府の詞より外に譜あ
(101)
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りて、管絃に被らしむるなり。本邦天王寺に伝る所の楽、及び猿楽の笛太鼓 、譜あるが如し」
 
（ ﹃日本国語大辞典第二版﹄ より︶
およそ右のような特徴になるが、以下補足を交えて概説する。詞
0
は、五言絶句や七言律詩といった所謂詩とは別の型を持つ韻文
の一種である。各時代の代表的な文学様式を並べるとき ﹁漢文、唐詩、宋詞、元曲」 （ ﹃中国詩人選集
16﹄ ︶とも言われるように、
詞
0
は特
に宋代において隆盛を極めた。
詞
0
が作られ始めたのは唐の中頃とさ
れるが、五代十国期を経て宋において熟した様式と言える。
形式としては詩と違って一句ごとの字数が一定しておらず、長さ
がまちまちであるという特徴がある。但し長さが完全に自由な訳ではなく、
詞しはい
牌
と呼ばれる韻律の型に塡めて詠まれている。先に曲調
があってそこに各々の詩人が歌詞を当て塡める様式であり、今の替え歌に近いものかも知 ない。詞牌には各々名称があって、作品を呼ぶ際にはこの詞牌名を用い 。作品個々の所謂 〝詞題〟が付くようになるのは比較的時代が下った作品からになる。本来乗せられるべき曲調は既に喪われてしまったようだが、詞文のみ も充分に往年の息づかいを味わうことはできる。
本稿では詩と
詞
0
を厳密に区別して表記していく。但し詩と詞両方
を括った意味で
詩
0
と表現した場合もある （例
： 詩語…詩と詞両方の
韻文で主に用いられる語彙︶ 。
四
　「攲枕」 用例と情景的用法―唐・宋詞篇―
四―（一） 調査方法
唐から宋にかけての詞作品を網羅している索引サイト ﹃唐宋詞全
文資料庫﹄より ﹁
攲
（
敧・欹︶枕」の用例を収集し、一例一例用法を
精査した。 ﹁
攲
枕」 は中唐期から使われ始めた語であるため、今回の
調査では詞における ﹁
攲
枕」の初出から宋末までの用法を明らかに
できる。また、詩においての ﹁攲枕」 の用法については、既に別稿 （唐詩篇、宋詩篇︶ にてまとめてあるので併せて参照されたい。四―（二） 三種の情景
ここでは第二章でも触れた ﹁
攲
枕」の持つ語義と三通りの情景に
ついて詳述する。唐詩篇・宋詩篇 解説したも と内容はほぼ変わらな が、その姉妹編 の 結果も交えてまとめてみた。︿幹意﹀
 身体を左右いずれかに向けて床に臥せる体勢、所謂側臥。仰向け・うつ伏せではない。また睡眠状態にはなく、目は覚めている状態。但し宋以降の用例においては細かく ﹁身体を左右に る」 ことに限定せず、単純 崩した寝相で横になっている様子を表して ることもある。例 ﹁
敧
枕
深
軒，
散帙虛堂，畏景屢移。 」 （張元幹 ﹁沁園春」 ︶ 。 ﹁攲
0（＝傾︶ 」
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は寝相を正して睡眠する言わば ﹁正」の体勢の逆を意味していると捉えれば分かりやすい。
・
 感懐
 ??? 身
体
を
横
た
え
な
が
ら
周
り
の
物・
音
に
感
じ
て
物
思
い
に
耽
る様子。 ﹁
攲
枕」しながら窓の外を見たり虫の声を聞い
たりする、何かを感じるための側臥の体勢。詞全体の情景として
 悠緩
 ・ 憂悶
 の描写があっても、 ﹁
攲
枕
」
そ
の
ものはあくまでも寝ながらに何かを見たり聞いたりする所作を主に表 いる場合はここに分類した。 ﹁
攲
枕
看
0
～」のように、 ﹁見」 ﹁聞」といった感覚の動詞と接続
して使われている用例が多い。例 ﹁酒薄愁濃，
敧
枕
聽
寒
漏。 」 （無名氏 ﹁祝英臺近」 ︶ ど。
・
 悠緩
 ??? の
ん
び
り
ご
ろ
ご
ろ
と
横
に
な
る
様
子。
睡
眠
を
取
る
た
め
に
床に就くのではなく、悠々緩々と物臭さや気怠さのために寝転がっている体勢を示す。仰向けなどになり、じっと寝入る様子とは区別され 。付帯的 何かを見たり聞いたりす が重なることもあるが、悠々と横になる情景が濃く表れて 用例 ここに分類し 。程よく酔って寝そべる様や、窓からの景色をゆったり横になって眺め 場面に用いら る。例 ﹁
解鞍
攲
枕
綠楊
橋。杜宇一聲春曉。 」 （蘇軾 ﹁西江月」 ︶ など。
・
 憂悶
 ??? 心
に
思
う
と
こ
ろ
が
あ
り、
悶
々
と
寝
付
け
な
い
で
い
る
様
子。
すんなりと寝入ることができず、輾転反側している様
子を示す。こちらも
 悠緩
 の
場
合
と
同
じ
く
見
る・
聞
く
情
景を伴うことがあるが、特に思い悩んで睡寐できないでいる情景が中心に置かれている用例を分類した。
 感
懐
 の情景と区別し難い用例もあるが、 ﹁
攲
枕
」
と
何
か
を
見る・聞く動作が直接結びついている場合は
 感懐
 、
そ
うでない場合は
 憂悶
 と
い
う
様
に
判
断
し
た。
眠
ろ
う
と
横
にはなるが物思いに耽って寝倦む情景であり 相手のいない独り寝の寂しさを詠った用例も多い。例 ﹁覺來
攲
枕轉愁人。門外瀟瀟，風雨三更。 」 （韓玉 ﹁一翦梅」 ︶ など。
宋詞の用例についても、一例一例この分類に照らして解釈を行っ
ていきたい。
さてその を見る前に 唐詩・宋詩において三つの情景
の傾向がどうであったかを確認しておく。
(103)
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情景
年代
感懐
悠緩
憂悶
計
???
～八〇〇（中唐期︶
3
2
1
6
八〇〇～八五〇（中唐・晩唐期︶
2
15
3
20
八五〇～（晩唐期︶
15
14
4
33
???
九〇〇～九六〇（五代十国期︶
3
2
6
11
九六〇～一一二〇
（北宋期︶
10
3
7
20
一一二〇～（南宋期︶
12
2
8
22
計
45
38
29
112
右の表は二つの姉妹編の調査結果を一つにまとめたもので、唐代
から宋代にかけての詩における ﹁
攲
枕」の用法がどう変遷したのか
を見ることができる。
まず初出例を含む最初期の中唐期の段階では、特に用法に偏り
は無く、強いて言えば ﹁見」 ﹁聞」のような感覚の動詞を必ず伴って用いるという特徴があった （唐詩篇
 五︶ 。その後の九世紀末までの
晩唐期の傾向は特徴的で、
 悠緩
 の
情
景
で
詠
ま
れ
た
用
例
が
多
く
見
ら
れ
る。その要因としては、 緒言でも紹介した 〝遺愛寺の鐘の詩〟 等で ﹁攲枕」 を
 悠緩
 の
情
景
で
用
い
た
白
居
易
の
影
響
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る。
反
対に唐末まで
 憂悶
 の
用
例
数
は
限
定
的
で、
白
居
易
と
同
時
期
に
活
躍
し
た
元稹などの数例に留まる。
しかしその後、唐が滅んで五代十国時代に入ると
 悠緩
 の
用
例
数
は
途端に少なく り、替わって
 憂悶
 の
用
法
が
主
流
に
な
っ
て
く
る。
宋
代
に入っても引き続き
 憂悶
 の用例が多く、また
 感懐
 の
用
例
も
再
び
増
え
るが、
 悠緩
 の
情
景
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
殆
ど
な
い
ま
ま
宋
末
に
至
る。
こ
の晩唐と五代十国期との間における、
 悠緩
 から
 憂悶
 へ
の
用
法
の
転
換
が何故起こったのかについては、姉妹編 の調査では明らかにすること できなか （唐詩篇
 五︶ 。
以上の詩における調査結果も踏まえながら、詞においての ﹁
攲
枕」
の用法を見ていく。特に
 悠緩
 から
 憂悶
 へ
の
傾
向
の
変
化
に
は
注
意
し
て
見ていきたい。四―（三） 「攲枕」 作者・用例一覧﹃唐宋詞全文資料庫﹄ にて検索した結果、唐から宋にかけての詞における ﹁
攲
枕」 の用例は全九十五例に上った。この内、唐～五代のも
のが十例、宋代が八十五例で、特に宋代の 数 目立 た。これまで 姉妹編の調査における ﹁
攲
枕」の用例数はそれぞれ唐詩七十
例、宋詩四十二例であり、単純に見て ﹁
攲
枕」 がいかに宋詞でも愛用
されていたかが分かる。また宋詩での用例数と合わせれば、宋代だ
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けで百二十七例と相当な数になり、韻文のみで用いられる詩語として宋代 も大変流行していたと考えられる。
まずは ﹁
攲
枕」を詠んだ詩人ごとに用例を先の三つの情景に当て
はめて、その傾向を確認したいと思う。
以下に ﹃唐宋詞全文資料庫﹄ で検索した ﹁攲枕」 の全用例の作者 （全
六十六人︶を挙げ、それぞれ活躍 年代順に並べてみた。表記の仕方は左の通り。
　
作者名 （生存年西暦
　
出身地︶ ○
 ﹁攲枕」 用法○
 
出身地については現在の地名も併記し、末尾の
 ﹁攲枕」 用法
 は先の
三分類で示した。また丸数字でその作者の ﹁
攲
枕」 の用例数を示し、
用法ごとの数についても囲みの中に同じく丸数字で表した。生存年と出身地については主に ﹃中国学芸大事典﹄ （大修館書店︶に拠り、それに記載の無かった人物 ついては中国のウェブ百科事典 ﹁百度百科」 並びに ﹁国学尋航」 を参考にした。 ﹁百度百科」 に拠った情報については ﹁＊」印を、 ﹁国学尋航」に拠ったものは ﹁＃」印を付した。作者同士で生存年が重なる場合は ﹃唐宋詞全文資料庫﹄ の収録順 （ほぼ作者年代順になっている︶ 並べた。ま 作者名が伝わっていない詞については、検索結果通り作者名を ﹁佚名」 ﹁無名氏」と表記した。詳細不詳の作者は末尾の ﹁不詳」項に挙げたが、 ﹃唐宋詞全文資料庫﹄ の記述にて凡その年代が分かる人物はそれぞれの時代 入れ
ている。
尚多くの詩人は官職の都合等で各地を転々とし、その先々で詞を
詠んでいるため、出身地については用法に深く関係していないと考える。一つの参考項目として捉えていただければと思う。・唐・五代十国李白 （七〇一―七六二
　
蜀
 四川省︶ ①※
溫おんていいん
庭筠
（八一二―八七二？
　
幷州太原
 山西省︶ ①
 感懐①
 
司しくうと
空圖
（八三七―九〇
　
虞郷
 山西省︶ ①
 感懐①
 
佚名 （唐代
　
敦煌詞︶ ①
 憂悶①
 
盧ろ
絳こう
（＊八九一―九七五
　
南昌
 江西省︶ ①
 憂悶①
 
馮ふうえんし
延巳
（九〇三―九六〇
　
広陵
 江蘇省︶ ②
 感懐①
 ・ 憂悶①
 
孟もう
昶ちょう
（九一九―九六五
　
後蜀
 四川省︶ ①
 感懐①
 
魏ぎしょうはん
承班
（＊九三〇頃
　
許州
 河南省︶ ①
 憂悶①
 
李りいく
煜
（九三七― 七八
　
徐州
 江蘇省︶ ①
 憂悶①
 
・北宋歐おうようしゅう
陽修
（一〇〇七―一〇七二
　
吉州廬陵
 江西省︶ ①
 憂悶①
 
柳りゅうえい
永
（一〇四〇頃
　
崇安
 福建省︶ ③
 憂悶③
 
王おうかん
觀
（一〇七 頃
　
如皐
 江蘇省︶ ①
 感懐①
 
晏あんきどう
幾道
（一〇七〇頃
　
撫州臨川？
 江西省︶ ①
 憂悶①
 
蘇そしょく
軾
（一〇三六―一 一
　
眉山
 四川省︶ ④
 感懐③
 ・ 悠緩①
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黃こうていけん
庭堅
（一〇四五―一一〇五
　
洪州分寧
 江西省︶ ①
 憂悶①
 
李
りしぎ之儀
（＊一〇四八―一 七
　
滄州
 山東省︶ ①
 感懐①
 
米べいふつ
芾
（一〇五一―一一〇七
　
襄陽
 湖北省︶ ①
 感懐①
 
周しゅうほうげん
邦彥
（一〇五六― 二一
　
銭塘
 杭州︶ ①
 憂悶①
 
王おうせいゆ
齊愈
（＊一〇八〇頃
　
四川犍為
 四川省︶ ①
 悠緩①
 
賀がちゅう
鑄
（一〇六三―一 二〇
　
衛州
 河南省︶ ②
 憂悶②
 
楊ようたくみん
澤民
（＊一一〇〇頃
　
楽安
 江西省︶ ①
 感懐①
 
王おうあんちゅう
安中
（＊一〇七五―一 三四
　
中山陽曲
 山西省︶ ①
 感懐①
 
葉しょうぼうとく
夢得
（一〇七七― 四八
　
蘇州呉県
 江蘇省︶ ②
 感懐②
 
宋媛 （北宋
　
詳細不明︶ ①
 憂悶①
 
李りびそん
彌遜
（＊一〇八五―一 五三
　
蘇州呉県
 江蘇省︶ ④
 感懐④
 
蔡さいしん
伸
（＊一〇八八―一一五六
　
莆田
 福建省︶ ②
 感懐②
 
張ちょうげんかん
元幹
（＊一〇九一―一一七〇
　
永福
 福建省︶ ②
 感懐②
 
楊ようむきゅう
无咎
（＊一〇九七― 一七
　
臨江清江
 江西省︶ ③
 感懐②
 ・ 憂悶①
 
・南宋史しこう
浩
（＊一一〇六―一一九四
　
明州鄞県
 浙江省︶ ①
 憂悶①
 
王おうじゅうほう
十朋
（一一一二―一一七一
　
温州楽清
 浙江省︶ ①
 感懐①
 
呂りょいろう
渭老
（＊一 二〇頃
　
嘉興
 浙江省︶ ①
 感懐①
 
韓かんげんきつ
元吉
（一一一八―？
　
開封雍丘
 河南省︶ ②
 感懐①
 ・ 憂悶①
 
范はんせいだい
成大
（一一二六― 九三
 呉郡
 江蘇省︶ ②
 感懐①
 ・ 憂悶①
 
王おうしつ
質
（？―一一八五
　
興国
 江西省︶ ①
 憂悶①
 
向しょうこう
（＊一一四〇頃
　
開封
 河南省︶ ①
 憂悶①
 
盧ろへい
炳
（＊一一四〇頃
　
出身地不詳︶ ①
 憂悶①
 
朱しゅしゅくしん
淑真
（＊一一三五？―一一八〇？
　
銭塘
 杭州︶ ②
 憂悶②
 
梁りょうあんせい
安世
（＃一一三六―？
　
括蒼
 浙江省︶ ①
 感懐①
 
張ちょうろん
掄
（＊一一六〇頃
　
開封
 河南省︶ ①
 感懐①
 
韓かんぎょく
玉
（＊一一六〇頃
　
金
 華北︶ ①
 憂悶①
 
沈しんたんせつ
端節
（＊一一七〇頃
　
呉興
 浙江省︶ ①
 感懐①
 
沈しんうつ
蔚
（＊生没年不詳
　
呉興
 浙江省︶ ①
 感懐①
 
侯こうし
寘
（＊一一七〇頃
　
東武
 山東省︶ ①
 感懐①
 
辛しんきしつ
棄疾
（一一四〇―一二〇七
　
斉州歴城
 山東省︶ ②
 感懐②
 
趙ちょうぜんかつ
善括
（＊一 八〇頃
　
江西隆興
 江西省︶ ①
 感懐①
 
吳ごしゅくき
淑姬
（＊一一八五頃
　
湖州
 浙江省︶ ①
 感懐①
 
程ていがい
垓
（＊一一九〇頃
　
眉山
 四川省︶ ①
 感懐①
 
鄭ていいき
域
（＊一一九〇頃
　
三山
 福建省︶ ①
 憂悶①
 
韓かんひゅう
淲
（＊一一五九― 二二四
　
開封
 河南省︶ ①
 憂悶①
 
姜きょうき
夔
（一二〇〇頃
　
鄱陽
 江西省︶ ①
 悠緩①
 
吳ごれいし
禮之
（＊一二〇〇頃
　
銭塘
 杭州︶ ①
 感懐①
 
盧ろそこう
祖皋
（＊一一七四？―一二二四？
　
永嘉
 浙江省︶ ①
 憂悶①
 
吳ごせん
潛
（＊一一九五― 六二
　
宣州寧国
 安徽省︶ ③
 感懐③
 
葛かつちょうこう
長庚
（＊一一九四―？
　
瓊州
 海南省︶ ①
 感懐①
 
趙ちょうちょうけい
長卿
（＊一二三〇頃？
　
江西南豊
 江西省︶ ①
 憂悶①
 
吳ごぶんえい
文英
（一二四〇頃
　
慶元
 浙江省︶ ①
 憂悶①
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張ちょうしゅう
輯
（＊一二五〇頃
　
鄱陽
 江西省︶ ①
 憂悶①
 
黃こうしょう
昇
（＊一二五〇頃
　
晋江
 福建省︶ ①
 憂悶①
 
衛えいそうぶ
宗武
（＊？―一二八九？
　
嘉興華亭
 上海︶ ①
 憂悶①
 
黃こうこうしょ
公紹
（＊一二七〇頃
　
邵武
 福建省︶ ①
 感懐①
 
蒲ほじゅせい
壽宬
（＃一二七〇頃
　
泉州
 福建省︶ ①
 感懐①
 
王おうぎそん
沂孫
（一二七〇頃
　
会稽
 紹興︶ ①
 感懐①
 
周しゅうみつ
密
（一二三二―一三〇八
　
済南
 山東省︶ ②
 感懐②
 
蔣しょうしょう
捷
（一二八〇頃
　
宜興
 江蘇省︶ ①
 感懐①
 
黎れいていずい
廷瑞
（＊一二五〇― 三〇八
　
鄱陽
 江西省︶ ①
 感懐①
 
・不詳毛もうへい
并
（宋代
　
詳細不明︶ ②
 感懐②
 
張ちょうはんこ
半湖
（宋代
　
詳細不明︶ ①
 感懐①
 
無名氏 （宋代
　
各々 ⑤
 感懐②
 ・ 憂悶③
 
※
 李白の詞 ﹁清平樂」中に用例があるが、この詞作の真偽には疑いがあり （埋田
 昭和六三︶ 、また ﹁
攲
枕」 の用例としても他の例
と年代 大きく離れているため、本稿でも信頼性の薄い 例と見なして検証の対象からは省く。
作者名を並べると中々壮観で、晩唐から宋末まで多くの人物に
よって ﹁
攲
枕」が詞に詠まれていたことが分かる。特に南宋期には
三十七人もの用例が残されており、中唐期に生まれた詩語 ﹁
攲
枕」
が宋末までの長い間愛用され続けていたことが窺える。なお宋詩篇の調査結果では南宋期に ﹁
攲
枕」を詩で用いているのは僅か二人で
あり、同時期の詩と詞において作者数が対照的である。
ただ作者数は多いが一人で複数例 ﹁
攲
枕」を用いている場合は少
なく、一例ずつのみ用例を残している作者が六十五人中五十人と四分の三以上を占める。そのため個々人の用法の使い分けについて調査できる例は少ないが、北 柳永 （三例、三例とも
 憂悶
 ︶
や
李
彌
遜
（四例、四例とも
 感懐
 ︶ 、南宋の
吳
潛 （三例、三例とも
 感懐
 ︶
な
ど
を
見
る限り、作者毎の ﹁
攲
枕」の情景の使い方はほぼ一種類に固定され
ていたようである。
情景
時期
感懐
悠緩
憂悶
計
唐五代期
（溫庭筠～李煜︶
4
0
5
9
北宋期
（歐陽修～楊无咎︶
20
2
11
33
南宋期
（史浩～黎廷瑞︶
26
1
17
44
計
50
3
33
86
四―（二︶に載せた姉妹編の表同様、今回は詞について三種の情
景ごとの用例数を時代別に分けたものが右の表である。一見して分
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かるように、詞においては
 悠緩
 の
用
例
が
極
端
に
少
な
く、
年
代
に
関
係
なく
 感懐
 と
 憂悶
 の用法に偏って詠まれている。
初めの
溫
庭
筠
や司空圖の年代であれば詩においては
 悠緩
 の
用
法
が流行しているのだが、詞ではその時期の用例数が少ないこともあり、逆に
 悠緩
 の
用
例
は
見
ら
れ
な
か
っ
た。
宋
代
に
つ
い
て
は
先
に
確
認
し
た通 詩でも
 感懐
 と
 憂悶
 の
用
法
が
殆
ど
を
占
め
て
い
た
の
で、
詩
と
詞
における用法の違いは無 ようである。
詞の分野に限って見れば、結論として ﹁
攲
枕」は唐代から宋代ま
で一貫してほぼ
 感懐
 と
 憂悶
 の用法で用いられていると言える。
四―（四） 用例詳解
それではこれから実際の用例を取り上げて確認していく。解説に
ついては ﹃中国学芸大事典﹄ほか参考文献に拠った。詞の掲出方法は以下の通り。︿凡例﹀・
 詞は作者ごとに分け、年代順に並べた。作者名下の表記方法は先の作者・用例一覧に準ずる。作者名から行を替えて詞牌名を二字分下げて載せ、その下に詞ごとの情景を記した。取り上げた詞本文は ﹃唐宋詞全文資料庫﹄ の検索結果に拠り、旧字体等についてもそのまま表記したが、訓読文においては読み易さのため新字体・通用 体に改めた。
・
 ﹁攲
枕」 部の
傍線
は便宜的にこちらで付したものである。また詩
の情景に関する語句やその他注目すべき箇所には
波線
を付け
た。
・
 特に記載 ない限り、訓み下しは解釈の上で筆者が試みたものである。訓み下し文そのものは詩意の把握の参考に留め、 ﹁
攲
枕」の前後の句のみ施した。誤りがあればご教授頂ければ幸いである。
　︽
　
唐五代期
　
︾
ここには宋以前の用例をまとめた。先述の通り、詞は宋代におい
て花開いた文学形式であるため、宋以前の用例は比較的限られた数になる。それでも晩唐期からの詞においても数例 ﹁
攲
枕」の用例が
残されているのは、それだけ ﹁
攲
枕」が詩・詞を問わず韻文におい
て盛んに詠まれていたことを示してい と言える。こ 年代の用例は数少ないが、詞黎明期の ﹁
攲
枕」 の例として重要であるので、なる
べく多く取り上げていく。
・溫庭筠
（八一二―八七二？
  幷州太原
 山西省︶ ①
 感懐①
 
南歌子
　
 感懐
 
臉上金霞細，
 
臉上の金霞細く
眉間翠鈿深。
 
眉間の翠鈿深し
(108)
??????攲??????????????????
172
欹枕覆鴛衾。
 
枕を欹てて
＊鴛ゑんきん
衾を覆す
隔簾鶯百囀，
 
簾を隔てて鶯百たび囀
さへづ
り
感君心。
 
君が心 感
おも
ふ
○鴛衾
　
おしどりの刺繍のある布団。夫婦が共に寝る布団。
今回の調査範囲 （詞︶ で最も古かった ﹁
攲
枕」 の用例がこの
溫
庭
筠
の一例である。
溫
庭
筠
は現存する最古の詞の選集 ﹃花間集﹄ （九四〇
年︶の巻首にも多くその詞が採られ、 ﹁はじめて ﹁詞」独特の文学的境地をひらいた」 （ ﹃中国詩人選集
16﹄ ︶ と評される人物であり、言わ
ば詞の先駆者である。そうした人物の詞においても ﹁
攲
枕」が用い
られているということは、詞という文学形式が出来たごく初期の段階か 、 ﹁
攲
枕」 は詞に定着していた語彙であったと言える。詞が確
立し始めた時期に丁度、詩において ﹁
攲
枕」が流行していたことが
背景にあると考えられ 。
溫
庭
筠
の詞の内容としては、鶯の声を聞きながら衾を被って横に
なっている場面であり、臥しながら何かを ﹁聞く」 、 ﹁
攲
枕」 の典型的
な用法である。その次句に ﹁
隔簾
」 とあるが、この ﹁
攲
枕」 と ﹁簾」 を
並べて いる表現は白居易 （先述の 〝遺愛寺の鐘の詩〟 等︶ ほか唐詩において多 された用法であり 唐詩篇
 四― （三︶ 第二期︶ 、詞の ﹁攲
枕」 の用法も唐詩での用法の延長にあると考えられる。
また
溫
庭
筠
は詩の分野でも名高いが、詩においても一例 ﹁
攲
枕」
の用例を残している （ 篇
 四―（二︶ ︶ことは興味深い。詩題 ﹁病
中書懷呈友人」中の終盤で用いられているが、五言百韻に及ぶ長編のため以下抜粋して紹介する。
風華飄領袖，詩禮拜衾繻。攲枕情何苦，
 
枕を攲てて情何ぞ苦しからむ
同舟道豈殊。
 
舟同じくし 道豈に殊ならむ
放懷親蕙芷，收跡異桑榆。贈遠聊攀柳，栽書欲截蒲。瞻風無限淚，迴首更踟躕。（ ﹁病中書懷呈友人」 より末尾抜粋。詩文は ﹃全唐詩検索系統﹄ に拠る。 ︶
情景としては ﹁
情何苦
」 ﹁
無限
淚
」等の描写があり、こちらの詩で
の用法は
 憂悶
 と捉えられ、詞 ﹁南歌子」での
 感懐
 の
用
法
と
は
異
な
っ
ている。ただ ﹁衾 （寝具︶」が共に関係して用いられているなど、詞の例と同じく横になりながら何か感じている内容ではあり、詞と詩で特に ﹁攲枕」 の用法を変えている訳ではないと考えられる。
・司空圖 （八三七―九〇八
  虞郷
 山西省︶ ①
 感懐①
 
楊柳枝
　
 感懐
 
陶家五柳簇衡門，
 
陶＊
家の五柳
　
衡門に簇
むら
がり
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還有高情愛此君。
 
還ま
た高情ありて此
＊
君を愛づ
何處更添詩境好，
 
何処か更に詩境を添へるに好く
新蟬欹枕每先聞。
 
新蝉に枕を欹つ
　
先づ聞く毎
ごと
○陶家
　
東晉の陶潜 （陶淵明︶ 。家の門前に五本の柳を植えていたという。
○此君
　
竹の異名。
唐代の詞で
溫
庭
筠
の他に一例、作者の分かっているものとして
﹁
攲
枕」 の用例を残しているのがこの司空圖である。唐の哀帝の死に
殉じたと伝えられ、詩をよくした人物である。この詞については、七
字
×
四
句
と
い
う
構
成
か
ら
七
言
絶
句
（
詩
︶
と
も
考
え
ら
れ、
唐
詩
の
索
引サイトである ﹃全唐詩検索系統﹄ にも収められている （唐詩篇四―（二︶ ︶ 。しかし ﹁楊柳枝」と言う詞牌が付いていることから、本稿では本来曲調のあった詞と解釈した （唐詩篇で司空圖の用例も数に挙げてあるが、そちらは訂正したい︶ 。なお他に詩 おいて ﹁
攲
枕」の
用例は残していない。
内容としては ﹁
攲
枕」しながら蝉の声を聞く
 感懐
 の
用
法
で
あ
り、
溫
庭
筠
﹁南歌子」 の用法に近い。また詞中に ﹁此君」 （竹の異名︶ が出
てきているが、 ﹁
攲
枕」 と竹を共に詠む例は白居易を初めとした唐詩
においても多く見られた （唐詩篇
 四―（三︶ 第二期︶ 。やはり司空圖
の ﹁
攲
枕」 も同時代 （唐︶ の詩の用法をそのまま引き継いでいると考
えられる。
・佚名 （唐代
　
敦煌詞︶ ①
 憂悶①
 
菩薩蠻
　
 憂悶
 
香銷羅幌堪魂斷。
 
香銷
き
えて羅
＊らくわう
幌堪
よ
く魂を断つ
唯聞蟋蟀吟相伴。
 
唯だ聞く蟋
きりぎりす
蟀の吟
な
き相伴ふを
每歲送寒衣。
 
毎歳寒衣を送るも
到頭歸不歸。
 
到頭帰るや帰らざ や
千行欹枕淚。
 
千行枕を欹てて涙す
恨別添憔悴。
 
別れを恨
かな
しびて憔悴添ふ
羅帶舊同心。不曾看至今。○羅幌
　
薄絹の幕。
この ﹁菩薩蠻」 は敦煌で発見された残巻に収められていた詞作で、
残念ながら作者名は伝わっていない。この残巻は 〝敦煌曲子詞〟とも呼ばれる資料であり、唐代の詞黎明期の作品群として注目されている。こうした にも用例が見られることから、中唐期に生まれた詩語 ﹁
攲
枕」が詞において地域・作者を問わず広く浸透して用い
られていたことが分か 。
用法としては独り寝の哀しさに枕を濡らす
 憂悶
 の
情
景
で
あ
り
、
征
夫の帰りを待つ妻の寂しさ・哀しみを、眠れぬ ﹁
攲
枕」 の様子で表現
している。この
 憂悶
 の用法は、先の
溫
庭
筠
・司空圖の
 感懐
 の
例
と
は
異なっ おり、また同時代の唐の詩を見ても数少ない。年代的に、何
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かを見たり聞いたりする
 感懐
 の用例や
 悠緩
 の用例が多い中、
 憂悶
 の
情景のみを表現するのに用いた例として注目される。また辺境に派遣される夫との離別の詞情は、中央から遠く離れた敦煌という地理的な特徴と繋がっていることも考えられる。
・馮延巳 （九〇三│九六〇
  広陵
 江蘇省︶ ②
 感懐①
 ・ 憂悶①
 
菩薩蠻
　
 憂悶
 
梅花吹入誰家笛。
 
梅花吹き入る
　
誰が家の笛
行雲半夜凝空碧。
 
行雲
　
半＊
夜凝
とど
まりて空碧し
欹枕不成眠。
 
枕を欹つれども眠
い
を成さず
關山人未還。
 
関山
　
人未だ還らず
聲隨幽怨絕。雲斷澄霜月。月影下重簷。
輕風花滿簾。
○半夜
　
夜中。夜半。
＊頷聯訓読は （岩城
 昭和三八︶ に拠った。
相見歡
　
 感懐
 
曉窗夢到昭華。
阿＊
瓊家。
欹枕殘妝一朵，
 
枕を欹つ
　
妝かざ
り残す一朶
臥枝花。
 
枝臥す花
情極處。
 
情極まる処
卻無語。
 
却りて語
こと
無し
玉釵斜。
 
玉の釵
　
斜めなり
翠閣銀屏回首，
 
翠閣銀屏
　
首を回せば
已天涯。
 
已に天の涯
はて
なり
○阿家
　
公主等の俗称。ここでは単に立派な屋敷のことか。
馮延巳は五代十国期の南唐中主 （二代目の王︶李璟に仕えた人物
である。李璟はこの後紹介する後主李煜の父でもあり、李煜と馮延巳についても関係があったと考えられる。また馮延巳の詞は北宋の詞壇で活躍した晏殊や歐陽修などに大きな影響を与えており （村上
 
平成一四︶ 、後の北宋における詞風の鍵を握 人物とも言える。﹁
攲
枕」 の用例は二例残しており、共に ﹁花」 や ﹁雲」 などを ﹁
攲
枕」
しながら見ている場面で、窓辺 寝そべる情景が想像される。 ﹁菩薩蠻」 では先の敦煌詞と同じく征夫を偲んで眠れぬ様子、 ﹁相見歡」も ﹁情極處」 とあり、思い悩む場面で用いられている。また ﹁相見歡」中に ﹁
玉釵斜
」とあるが、これは ﹁
攲
枕」した際に頭の
釵かんざし
がずれる様
を表していると考えられ、このこ からも ﹁
攲
枕」が身体を横向き
にして臥せる体勢を示していると確認できる。次に紹介する孟昶の用例でも同様に釵の表現があり、そちらは岩城論文で 触れられている。
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・孟昶 （九一九―九六五
  後蜀
 四川省︶ ①
 感懐①
 
木蘭花
　
 感懐
 
（詞題︶ 與花蕊夫人夜起
 避暑摩訶池上
冰肌玉骨清無汗。
 
氷の肌
　
玉なす骨
　
清らにて汗も無し
水殿風來暗香滿。
 
水殿に風来たりて暗香満つ
簾開明月獨窺人，
 
簾開き明月独り人を窺ふに
欹枕釵橫雲鬢亂。
 
枕を欹てて釵横ざまに雲鬢乱る
起來瓊戶
無聲，
 
起き来りて瓊
＊けいこ
戸啓
ひら
くに声無し
時見疏星渡河漢。
 
時をり
しも見れば
　
疏星河漢を渡る
屈指西風幾時來，
 
指を屈
を
る
　
西風の幾
いつ
時来たらむと
只恐流年暗中換。
 
只恐る
　
流るる年の暗中に換るを
○瓊戸
　
玉で飾った戸。
＊訓読文は ﹃漢詩大系
24﹄ ﹁洞仙歌」 （蘇軾︶ の解釈を参考にした。
孟昶は五代十国期の後蜀の後主 （二代目・最後の王︶であり、詩
詞文章を好んだとされ、特にここに挙げた ﹁木蘭花」の詞が著名である。この詞も先に挙げた司空圖の ﹁楊柳枝」 同様、字数としては七言律
詩
0
とも取れ ﹃全唐詩検索系統﹄にも収められている （唐詩篇四
―（二︶ ︶が、やはり曾て曲調のあった詞と位置付けたい （唐詩篇でこの孟昶の用例も数に挙げてあるが、そちらは訂正したい︶ 。
内容としては詞題にある通り、花蕊夫人と夜に摩訶池のほとりで
納涼している様子を詠んだ詞である。ここでの ﹁
攲
枕」も白居易等
の用例と同じく ﹁簾開」動作と共に用いられており、窓辺で横になりながら月を見る場面を表現している。
この詞で特に注目したいのは ﹁
攲
枕」 に続く ﹁釵橫雲鬢亂」 の描写
であり、この部分について岩城論文では以下のように指摘されている。
一体鬢が乱れるのは、頭の側面が枕に接触する、すなわち鬢
が枕におさえつけられるときにおこるのであり、横向きの姿勢が考えられる。 （略︶ また釵についていえば、これは結髪して側面から挿すのであるから、鬢の乱れるような姿勢 れば、当然、釵の挿し方もくずれて来るわけである。 （略︶
すなわち欹枕の際には、人は上向きの姿勢ではなく、左右いずれ
かの横向きの姿勢で臥していることになる。
釵や鬢が乱れる姿勢即ち頭の側面を枕に当てる寝相、と言うよう
に、 ﹁
攲
枕」の表す体勢を ﹁釵橫雲鬢亂」という情景描写から明らか
にしている。髪が乱れているのであるから何度か左右に輾転反側する動作も含んでいると考えられるが、本稿も ﹁
攲
枕」の体勢につい
て同様の解釈をした 。 ﹁
攲
枕」 は ﹁正しく仰臥」 （岩城
 昭和三八︶ し
ているのではなく、横を向いたり崩した寝相を表す言葉であると改めて確認でき 用例である。先の馮延巳 ﹁相見歡」の ﹁玉釵斜」につ
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いても同じことが言える。
・李煜 （九三七│九七八
  徐州
 江蘇省︶ ①
 憂悶①
 
烏夜啼
　
 憂悶
 
昨夜風兼雨，
 
昨夜
　
風は雨と兼
とも
に
簾幃颯颯秋聲。
 
簾幃に颯颯として秋声あり
燭殘漏滴頻敧枕，
 
燭は残
うす
れ漏滴り頻りに枕を敧て
起坐不能平。
 
起坐して平かなる能はず
世事漫隨流水，
 
世事は漫ろに流るる水に随ひ
算來夢裏浮生。
 
算へ来たれば夢の裏
うち
の浮生
醉
路穩宜頻到，
 
 酔郷は路穏ひかにして宜しく頻りに到るべし
此外不堪行。
 
此の外は行くに堪へず
＊訓読文は ﹃中国詩人選集
16﹄ に拠った。
五代十国期の南唐の後主 （三代目・最後の王︶であった李煜は、
当時の文学・芸術における第一人者とされた人物である。ただその生涯は、宋に国を滅ぼされ、捕らわれの身となった先の宋の都で毒殺されてしまうという悲劇の君主でもある。文学の中 も詞に長じ、特に宋に幽閉されてからの詞作は哀婉を極め、五代十国期の代表的詞人と評 いる。この李煜と先述の孟昶という十国 内の二人の王が詞に詠んでいることからも、 ﹁
攲
枕」 が当時如何に身分や
地域を問わず流行した詩語であったかが窺える。
この ﹁烏夜啼」はまさに宋の都
汴
京に幽閉されていた頃の作であ
り、物思いに耽り寝付けない様を ﹁攲枕」 で表現している。 ﹁簾幃」 も詞中に見え、 ﹁攲枕」 と ﹁簾」 を共に詠む用法も含んで 夜中に風や燭や漏 （水時計︶ 気にしながら、眠れずに独り輾転反側する情景である。
李煜はもう一例 ﹁枕を
攲
つ」という表現を用いているのだが、そ
ちらは ﹁
攲
枕」という熟語の形ではないので今回の検索結果には入
らなかった。以下がその用例である。
喜遷鶯
　（
 憂悶
 ︶
曉月墮，宿雲微。
 
暁あけ
の月は堕ち
　
宿よべ
よりの雲は微
うす
れ
無語枕頻欹。
 
語ことば
も無く枕頻りに欹つ
夢回芳草思依依
 
夢より回
さ
むれば芳草に思ひは依依たり
天遠雁聲稀。
 
天は遠
はる
かに雁の声は稀なり
啼鶯散，餘花亂。
 
啼さへづ
りし鶯は散
さ
り
　
余のこ
んの花は乱れ
寂寞畫堂深院。
 
寂寞たり画堂と深き院
には
と
片紅休掃盡從伊。
 
ひと片の紅掃ふを休
や
めて伊
そ
の盡
ま
従にし
留待舞人歸。
 
留め待たむ舞人の帰るを
＊訓読文は概ね ﹃中国詩人選集
16﹄ に拠った。
この ﹁喜遷鶯」 は宋が南唐に攻め入る前の作品ではあるが、 の妻
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大周后亡き後の作であり、閨愁の詞に借りて人生の儚さを詠っている。この詞で特に着目しておきたい点は、 頷聯にある ﹁雁聲」 の描写であ﹁攲
枕」 と ﹁雁」 の結び付きは、 中唐期の李端など ﹁
攲
枕」 の最初期の用例
から見られるもので、 李煜もそうした唐詩の例から ﹁
攲
枕」 の用法を受
け継いでいたことが考えられる。 渡り鳥である雁は、 遠くの人や故郷に思いを馳せさせるものとして詞にも多く詠まれるが、 その情趣が、 離れた人を思い独り輾転反側する ﹁
攲
枕」 と繋がるものがあるのだろう。
以上李煜の二例を見たが、共通しているのは ﹁
攲
枕」に ﹁頻 （しき
りに︶」という語が掛けられていること あり、夜寝付くことが出来ずに何度も輾転反側する様子が強調されている。悲運の王李煜は、物思いに耽って眠れぬ夜を表現す 語 して、意識 て ﹁
攲
枕」
を用いていたようである。
今回調査した詞における最初の ﹁
攲
枕」の用例から宋代に入るま
での用例を見てきたが、やはり
 感懐
 、又眠れぬ
 憂悶
 の
二
種
類
の
情
景
で占められており、特に五代十国期では
 憂悶
 の
用
例
の
多
さ
が
目
立
っ
た。そして結局のんびりとした
 悠緩
 の
用
例
は
一
例
も
無
か
っ
た
訳
だ
が、しかしこれは
 悠緩
 の
用
法
が
流
行
し
た
唐
代
の
用
例
数
が
少
な
か
っ
た
ことによる偶然と考えられる。唐詞の ﹁
攲
枕」の用例は今回作者の
分かっているもの
溫
庭
筠
と司空圖の二例しか挙がらなかったが、
同時代 （晩唐期︶ 詩においては
 悠緩
 の
情
景
で
詠
ま
れ
て
い
る
例
も
多
い （本稿
 四―（二︶表︶のである。
溫
庭
筠・司空圖の例を見る限り、
詞と詩における ﹁
攲
枕」の用法を意識して区別している様子も無い
ことから、偶々詞の方では
 悠緩
 の
例
が
残
ら
な
か
っ
た
と
す
る
の
が
妥
当
であろう。
詞独特の ﹁
攲
枕」の情景の傾向が現れるとすれば、次の北宋期か
らだと考えられる
　︽
　
北宋期
　
︾
ここには宋建国からその宋の都が金の侵略によって南遷するまで
の所謂北宋期 （九六〇～一一二七年︶の用例を集めた。いよいよ詞が質・量共に黄金期を迎える時代であり、 ﹁
攲
枕」 の用例も三十例余
り挙 った。年代順に見ていきたいと思
・歐陽修 （一〇〇七―一〇七二
  吉州廬陵
 江西省︶ ①
 憂悶①
 
訴衷情
　
 憂悶
 
離懷酒病兩忡忡。
 
離懐酒病
　
両なら
びて
忡＊ちゅうちゅう
忡
敧枕夢無蹤。
 
枕を敧つるも夢
　
蹤あと
無し
可憐有人今夜，
 
憐れむべし今夜人有るも
膽小怯房空。
 
胆小さく房空に怯ゆるを
楊柳綠，杏梢紅。負春風。迢迢別恨，脈脈歸心，付與征鴻。○忡忡
　
憂える様。
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宋詞で最初の ﹁
攲
枕」の用例はこの歐陽修の ﹁訴衷情」である。
十一世紀中頃の作と考えられ、宋建国は西暦九六〇年であるから、直後の混乱もあって宋黎明期は暫く用例が残されなかったようである。歐陽修は宋詩篇でも紹介したが、唐 八家に数えられ ﹁宋代随一の散文家」 （村上
 平成一四︶ としても知られている人物である。詩
も数多く詠んでおり、 ﹁
攲
枕」 も二首の詩で用いている。また歐陽修
の出身地は曾て南唐の領地であった地域であり、詞集に馮延巳の詞との互見 （二人以上の詞集に同じ作品が見えること。それだけ互いの詞風が近いことを表している︶の作が見られる （村上
 平成一四︶
など、南唐の詞風を濃 伝えている人物と考えられる。
詞の情景としては横になっても寝入ることのできない様子を ﹁
攲
枕」 で表しており、
 憂悶
 の用法である。
また
﹁征鴻」
とあり、
﹁鴻」
（雁︶
を共に詠む用法も蹈襲している。ただ歐陽修の
詩
0
での ﹁
攲
枕」の用
例は二首とも
 感懐
 の
用
法
で
あ
り、
更
に
﹁
見
る
」
動
作
を
伴
う
と
い
う
共
通点があったが、この ﹁訴衷情」では何か 見 動作が直接掛かておらず、 ﹁
攲
枕」の用法について詞と詩で差異があるようである。
この一例でしか確認できないが、詞において ﹁
攲
枕」は眠れぬ夜を
表す言葉として意識して用いていたと見られる。
・柳永 （一〇四〇頃
 崇安
 福建省︶ ③
 憂悶③
 
夢還京
　
 憂悶
 
夜來匆匆飲散，
 
夜来匆匆
　
飲み散らし
敧枕背燈睡。
 
枕を敧てて灯に背きて睡る
酒力全輕，
 
酒の力
　
全く軽く
醉魂易醒，
 
酔ひし魂
　
醒め易く
風揭簾櫳，
 
風
　
簾櫳を掲げ
夢斷披衣重起。
 
夢断え衣を披
き
て重ね起きる
悄無寐。
 追悔當初，繡閣話別太容易。
日許時、猶阻歸計。甚況味。旅館虛度殘歲。想嬌媚。那裡獨守鴛幃靜，永漏迢迢，也應暗同此意。
慢卷紬
　
 憂悶
 
閒窗燭暗，
 
閒窓の灯は暗く
孤幃夜永，
 
孤幃の夜は永く
敧枕難成寐。
 
枕を敧つるも寐
い
を成し難し
細屈指尋思，
 
細く
　
指を屈げ思ひを尋ね
舊事前歡，都來未盡，平生深意。到得如今，萬般追悔。空只添憔悴。對好景良辰，皺著眉兒，成甚滋味。紅茵翠被。當時事、一一堪垂淚怎生得依前，似恁偎香倚暖，抱著日高猶睡算得伊家，也應隨分，煩惱心兒裡。
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又爭似從前，淡淡相看，免恁牽繫。柳永は歐陽修と同時期に活躍した人物であるが、歐陽修とは異な
り詩は残しておらず詞のみが伝わっている。三首の詞で ﹁
攲
枕」 を用
いているが、その三首とも
 憂悶
 の
情
景
で
あ
り
用
法
は
統
一
さ
れ
て
い
る
。
何れの詞も寂しい独り寝の辛さを詠ったものであり、 ﹁
攲
枕」 はそう
した情景を詠む 語と 意識して用いているようである。柳永も歐陽修と同じく旧南唐地域の出身であるが、その詞風は唐五代詞とは違った斬新さがあると評されている （村上
 平成一四︶ 。言い換えれ
ば宋詞の新しい流れを持っているということであり、その人物の ﹁
攲
枕」 の用例が全て
 憂悶
 の情景で詠まれているのは、宋詞の ﹁
攲
枕
」
の
流行が
 憂悶
 に傾きつつあったことを示しているとも見える。
・蘇軾 （一〇三六―一一〇一
  眉山
 四川省︶ ④
 感懐③
 ・ 悠緩①
 
祝英臺近
　
 感懐
 
掛輕帆，飛急槳，還過釣臺路。酒病無聊，
 
酒病
　
聊たの
しみ無く
敧枕聽鳴艣。
 
枕を敧てて鳴る艪
かい
を聴く
斷腸簇簇雲山，
 
腸断つ
　
簇＊そうそう
簇たる雲山
重重煙樹，
 
重重たる煙
＊えんじゅ
樹
回首望、孤城何處。閒離阻。
誰念縈損襄王，何曾夢雲雨。舊恨前歡，心事兩無據。要知欲見無由，癡心猶自，倩人道、一聲傳語。○簇簇
　
群がる。○煙樹
　
靄の中にかすんで見える木。
西江月
　
 悠緩
 
（詞題︶
 春夜行
蘄
水山中，過酒家飲，酒醉，乘月至一溪橋上，
解鞍
曲肱，
醉臥少休，及覺已曉，亂山攢擁，流水鏘然，疑非塵世
也，書此詞橋柱上。
照野瀰瀰淺浪，橫空隱隱層霄。障泥未解玉驄驕。我欲醉眠芳草。可惜一溪明月，莫教踏碎瓊瑤。解鞍攲枕綠楊橋。
　　
鞍を解き枕を攲つれば緑楊の橋
杜宇一聲春曉。
　　　
杜宇の一声
　
春の暁
＊訓読文は岩城論文に拠った。
蘇軾 （蘇東坡︶は言わずと知れた宋代を代表する文学人であり、
詞・詩共に多くの作品を残している。 ﹁
攲
枕」 の用例としては詩にお
いて六例 （宋詩篇
 四―（四︶ ︶ 、詞でも四例残していることから、蘇
軾もまた ﹁攲枕」 を愛用した詩人の一人であったと言える。
詞の用例を見ると
 悠緩
 ・ 憂悶
 といった情景に偏らず
 感懐
 の
用
法
が
多く、あくまでも 横向きに臥せる」体勢を表現す 語として ﹁
攲
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枕」 を用いているようである。詩の例でも六例中四例が
 感懐
 の
用
法
で、
 悠緩
 ・ 憂悶
 の例は一例ずつであり、 ﹁
攲
枕
」
の
体
勢
で
何
か
を
聞
い
たり見たりする様子が多く詠まれている。
一例目 ﹁祝英臺近」 は ﹁斷腸」 という表現もあり景色を眺めて物思
いに耽る内容だが、 ﹁
攲
枕」自体は ﹁鳴
艣
」を
聴く
00
ための姿勢を表す
語と考えられるため
 感懐
 の
用
法
と
し
た
。
二
例
目
の
﹁
西
江
月
」
で
は
詞
題
に ﹁解鞍曲肱，醉臥少休」 とあるので、酔って気儘に横になる
 悠緩
 の
情景と捉えた。
・王齊愈 （＊一〇八〇頃
 四川犍為
 四川省︶ ①
 悠緩①
 
虞美人
　
 悠緩
 
（詞題︶ 寄情黃金柳嫩搖絲軟。永日堂堂掩。捲簾飛燕未歸來。
 
簾を捲くも飛ぶ燕未だ帰り来らず
客去醉眠敧枕、
 
客去りて酔ひ眠るも枕を敧て
殘杯。
 
残杯に
る
眉＊
山淺拂青螺黛。
整整垂雙帶。水沈香熨窄
＊
衫輕。
瑩玉碧溪春溜、眼波橫。○眉山
　
美人の眉。○窄衫
　
筒そでの服。
王齊愈については今回詳しい履歴を明らかに出来なかったが、蘇
軾と親交が深かった （百度百科︶人物とされている。用例では酔って寛いで眠る様を ﹁
攲
枕」で表現しており、宋詞には珍しいはっき
りとした
 悠緩
 の情景である。また ﹁
攲
枕
」
は
中
唐
以
来、
横
に
な
っ
て
は
いるが専ら眠りには就かない （就けない︶ 様子を表す語であったが、この詞の ﹁醉眠
敧
枕」のように既にウトウトと眠りかけている様子
にも用いられるようになってきている。
・賀鑄 （一〇六三―一一二〇
  衛州
 河南省︶ ②
 憂悶②
 
菩薩蠻
　
 憂悶
 
（詞題︶ 十一首之八虛堂向壁青燈滅。覺來驚見橫窗月。起看月平西。城頭烏夜啼。蘭衾羞更入。敧枕偷聲泣。
 
枕を敧て声を偸
ぬす
みて泣く
腸斷數殘更。
 
腸断えて残更を数ふ
望明天未明。
 
明天望むも未だ明けず
減字浣溪沙
　
 憂悶
 
（詞題︶ 十五首之七閒把琵琶舊譜尋。
四絃聲怨卻沈吟。燕飛人靜畫堂深。
敧枕有時成雨夢，
 
枕を敧つれば時
＊じう
雨夢を成す有り
(117)
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隔簾無處說春心。
 
簾を隔てて春心を説く処無し
一從燈夜到如今。○時雨
　
丁度よい時に降る雨。
賀鑄は北宋末期に活躍した人物で、詞・詩共に作品を残している。
﹁
攲
枕」 についても詞・詩の両方で用いており、詞では二例、詩で三
例 （宋詩篇︶の用例がある。注目すべきはその計五例が全て
 憂悶
 の
情景で用いられていることであり、詞と詩で区別無く用法 一貫している。更に詞に限って言えば、 右の ﹁菩薩蠻」 と ﹁減字浣溪沙」 の ﹁攲枕」 は共に 〝夜〟 物思いに耽って眠れぬ情景であるという共通点もある。詩の三例 ついては特に夜 場面として決定付ける描写は いが、やはり悶々と輾転反側する様子で詠まれており、 ﹁
攲
枕」 の情景
的用法が固まっていたと言える。
・蔡伸 （＊一〇八八―一一五六
 莆田
 福建省︶ ②
 感懐②
 
滿庭芳
　
 感懐
 
玉鼎翻香，紅爐疊勝，綺窗疏雨瀟瀟。故人相過，情話款良宵。酒暈微紅襯臉 橫波浸、滿眼春嬌。雲屏掩，鴛鴦被暖，敧枕聽寒潮。
 
枕を敧て寒潮を聴く
如今，
成別恨，
臨風對月，總是無聊。
念傷心南陌，執手河橋。還似一場春夢
離魂斷、楚些難招。
佳期在，踏青時候，花底聽鳴鑣。
醉落魄
　
 感懐
 
霜華搖落。
 
霜華
　
揺ふ
り落ち
亭亭皓月侵朱箔。
 
亭亭たる皓月
　
朱箔を侵す
夢回敧枕聽殘角。
 
夢回
さ
めて枕を敧て残角を聴く
一片寒聲，風送入寥廓。眼前風月都如昨。獨眠無奈情懷惡。憑肩攜手于飛約。料想人人，終是賦情薄。蔡伸は北宋末期から南宋にかけて活躍した人物である。詞を得意
とし詞集も残しているが、詩の検索システム ﹃宋詩﹄には作品が収録されていないことから、詩は残していないようである。
右の ﹁醉落魄」 では ﹁獨眠」 とあり独り寝の寂しさを詠んだ内容で
はあるが、 ﹁
攲
枕」に直接 ﹁聽殘角」という感覚の動作が掛かってい
るため
 感懐
 の
用
法
と
し
た。
こ
の
様
に
情
景
が
一
概
に
は
決
め
ら
れ
な
い
場
合、 ﹁
攲
枕」 の直前・直後に掛かる表現で判断した例も多い。もう一
例の詞 ﹁滿庭芳」 についても情景は ﹁成別恨」 ﹁離魂斷」 とあり悲哀に満ちているが、 ﹁
攲
枕」が ﹁聽寒潮」に掛かっているため何かを聞く
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体勢として
 感懐
 の
用
法
に
取
っ
て
い
る。
二
例
と
も
﹁
聴
」
が
結
び
付
け
ら
れて用いられ おり、これが蔡伸の ﹁攲枕」 の特徴だと言える。
・楊无咎 （＊一〇九七―一一七一
 臨江清江
 江西省︶ ③
 感懐②
 ・ 憂悶①
 
曲江秋
　
 憂悶
 
前山雨歇。愛竹樹低陰，軒窗無熱。珠箔半垂，清風細繞，蕭蕭吹華髮。珍簟粲枕設。珊瑚瘦，琉璃滑。永日敧枕，
 
永日枕を敧て
知誰是伴，
 
誰か伴ふを知るや
舊書重揭。
 
旧き書を重ねて掲
と
る
清絕。
輕雲淡月。
夢同泛、滄波萬疊。
盃盤狼藉處，相扶就枕，歡笑歌翻雪。轉棹小溪灣，人家燈火斷明滅。正攜手，無端驚回，檻外數聲鶗鴂。楊无咎も北宋から南宋への時代の変化の中活躍した詞人であり、
詩は残していないが書画にも秀でた人物である。
今回取り上げた用例には ﹁永日
敧
枕」とあり、情景としては古い
手紙を見たりして一日物思いに耽って横になっている様子である。詞中には ﹁前山雨歇」 ﹁輕雲淡月」 など風景描写が多くあり ﹁
攲
枕」 も
それに掛かる
 感懐
 の用法とも考えられるが、 ﹁永日
敧
枕，
知
誰
是
伴，
舊書重
揭。 」 が一つの節であり ﹁見」 ﹁聞」 といった動作が無いことか
ら、思いに耽る
 憂悶
 の ﹁攲枕」 と捉えた。
﹁永日」 枕を
攲
つ用例は唐詩でも見られたが、その用法は一日のん
びりと風景を眺めたりして横になる
 悠緩
 の
情
景
で
あ
っ
た
。
こ
の
楊
无
咎の例も同じ ﹁永日
攲
枕」 ではあるが、そうしたのんびりした
 悠緩
 の
様子ではなく古い手紙を独りしみじみと手に取るなど、宋詞に多い寂しく物思いに耽る
 憂悶
 の情景で詠まれている。この様に ﹁永日
攲
枕」という同じ表現であっても、時代的な用法の流行を受けて情景的用法が異なっているものも見られる。
以上北宋期の用法を見て先ず気付くのは
 悠緩
 の
用
例
の
少
な
さ
で
ある。蘇軾と王齊愈の僅か二人しか
 悠緩
 の
情
景
で
用
い
て
い
な
い
上、
彼らには親交関係があった されるので、実質的に彼らの内でし﹁攲枕」 を
 悠緩
 の情景で詠むことはなかったということになる。
また
北宋期全体の用例数は充分に る め、先の唐・五代期のように偶然
 悠緩
 の用例が残らなかったと考えることは出来ない。
四―（二︶の表にある通り唐詩では全体の半数近く詠まれてい
た
 悠緩
 の
用
法
が、
何
故
宋
詞
に
は
受
け
継
が
れ
な
か
っ
た
の
か。
詳
し
い
考
察は次の南宋期を見てからにしたいが、ここで取り敢えず着目しておきたいのは、北宋期に入って初めて ﹁
攲
枕」を用いた歐陽修や柳
永が共に
 憂悶
 の
情
景
に
限
っ
て
用
例
を
残
し
て
い
る
点
で
あ
る。
後
の
北
宋
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の詞人にも影響を与えたであろうこの二人の ﹁
攲
枕」の用例には注
意しておきたい。
　︽
　
南宋期
　
︾
この終わりの項には宋の都が開封から臨安に南遷してから ﹃唐宋
詞全文資料庫﹄に収録されている最後の年代、つまり宋末まで 所謂南宋期 （一一二七～一二七九年︶の用例をまとめた。年数としては前項の北宋期とほぼ同じ百五十年間余りだが、更に多くの四十例を超す用例が残されている。
・王十朋 （一一一二―一一七一
 温州楽清
 浙江省︶ ①
 感懐①
 
點絳唇
　
 感懐
 
（詞題︶ 詠十八香
： 瑞香
闌檻陰沈，
 
闌檻
　
陰に沈み
紫雲呈瑞餘寒凜。
 
紫雲瑞を呈
しめ
すも寒凜を余す
卷簾敧枕。
 
簾を巻き枕 敧つ
香逼幽人寢。
 
香逼
ちか
く幽人寝ぬ
入夢何年，廬阜聞名稔。風流甚。阿誰題
＊
品。喚作熏
＊
籠錦。
○題品
　
品評。○熏籠
　
熏炉に被せる籠。
王十朋は南宋初期に活躍した人物で、詞をよくし、また ﹃東坡詩
集注﹄ を著すなど蘇軾 （蘇東坡︶ 詩にも精通していた。ただ詩の注釈書は著しているものの、王十朋の詩は ﹃宋詩﹄ に収められておらず、本人の詠んだ詩という は伝わっていないようである。﹁攲枕」 は一例、右の ﹁點絳唇」 で用いているが、用法として ﹁卷簾」と合わせて用いているのが注目される。 ﹁
攲
枕」と ﹁簾」の関係が深
いこ は先述の通りだが、ここで確認しておきたいのは蘇軾もまた﹁卷簾攲枕臥看山」 （三月二十九日二首其二︶ の様に詩で ﹁攲枕」 と ﹁簾」の用例を残している （宋詩篇
 （四︶ ︶という点である。蘇軾詩の注釈
書を編纂して る経歴を考えれば、王十朋は蘇軾詩から ﹁
攲
枕」の
用法を知ったと推測される。更に言えば蘇軾の用例では ﹁
卷
0
簾」を
伴う は詩にのみ見られ、詞で簾に関する句は ﹁落日繡簾捲， 」 （水調歌頭︶しかない。このことから王十朋は詞を詠むに当たって、軾のとりわけ
詩
0
の語彙から表現を学んでいたと考えられる。元来詩
で用いられ始めた ﹁
攲
枕」だが、南宋期になると詩・詞を問わず同
様に愛 されていたとも言える
・向
（＊一一四〇頃
 開封
 河南省︶ ①
 憂悶①
 
虞美人
　
 憂悶
 
（詞題︶ 臨安客店酒闌攲枕新涼夜。
 
酒闌
つ
き枕を攲つ新涼の夜
(120)
??????攲??????????????????
160
斷盡人腸也。
 
断えて尽くる人の腸かな
西風吹起許多愁
 
西風吹き起こる多愁 許
もと
不道沈腰潘鬢、不禁秋。
如＊
今病也無人管。
真個難消遣。東鄰一笑直千金。爭奈茂陵情分、在文君。○如
　
前漢の司馬相如のことか。晩年茂陵に隠居したという。卓文君を娶る。
向
も南宋初期に記録のある人物で、同じく詞を得意とした王庭
珪 （一〇七九―一一七一︶と親交があったと伝えられる。詞の年代については向
本人の詳しい生存年が分からなかったため、交流の
あった王庭珪の生存年を参考にした。
用例は ﹁
攲
枕」 と酒を結び付けたものだが、 ﹁斷盡人腸也」 等とあり
単純に酔って楽しんで寝そべっている情景ではない様である。唐詩においては ﹁
攲
枕」 と酒が結びつくと程良く酔って寝そべる
 悠緩
 の
情景を表すことが多かった （劉禹錫 ﹁覽董評事思歸之什、因以詩贈」など。唐詩篇四―（三︶ ︶ のが、この向
の用例では反対の愁いに満ち
た詞情になって り興味深い。酔っ ﹁
攲
枕」 する同様の場面でも、
向
の詞では唐詩とは全く反対の心情を表すように用いられている
のである。次に挙げる韓淲の例も同じ ﹁
攲
枕」 と酒の用法である。
・韓淲 （＊一一五九―一二二四
 開封
 河南省︶ ①
 憂悶①
 
西江月
　
 憂悶
 
（詞題︶ 次韻風暖晨光寂寂，月明夜氣沈沈。山間林下步輕陰。花柳飛綿布錦。
酒病向誰能遣，
春愁惟我難禁。
尊前一曲斷腸聲。
 
尊前の一曲腸を断つ声
夢破曉窗攲枕。
 
夢破れ暁窓に枕を攲つ
韓淲は少し時代の下った南宋中期に活躍した人物である。号を澗
泉と言い、同時代に活躍した詩人・趙蕃 （章泉︶と並んで二泉と称され、同時代の多くの詩人とも交流があったとされる。また父の韓元吉も詞で ﹁
攲
枕」 を用いており、用法も類似する点が見られ、父の
詞から ﹁攲枕」 を学んだとも考えられる。
詞の内容は先の向
の用例にも重なるところがあり、 ﹁酒」 ﹁斷腸」
といった表現が共通している。情景としても酒があっても愉しめない
 憂悶
 の ﹁
攲
枕」 の様子であり、同郷の向
の
詞
と
近
い
内
容
で
あ
る。
また ﹁酒」に着目してみると父・韓元吉の以下の詞 も似た情景であることが分かる。
菩薩蠻
　
 憂悶
 　
※韓元吉
　
作
（詞題︶ 青陽道中春殘日日風和雨。煙江目斷春無處。山路有黃鸝。背人相喚飛。
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解鞍宿酒醒。
 
鞍を解きて宿酒醒め
敧枕殘香冷。
 
枕を敧つれば残香冷やかなり
夢想小亭東。薔薇何似紅。韓淲の詞と同じく春の詞で ﹁酒」 ﹁夢」 といった語句も共通してお
り、やはりこの父の詞からの影響もあったと考えられる。ただこの様に ﹁酒」と ﹁
攲
枕」を共に詠むのは宋詞において珍しくはなく、韓
元吉・向
・韓淲だけの限られた用法という訳ではないことは注意
しておかなければならない。
・姜夔
（一二〇〇頃
 鄱陽
 江西省︶ ①
 悠緩①
 
摸魚兒
　
 悠緩
 
（詞題︶
 辛亥秋期，予寓合肥。小雨初霽，
偃臥窗下，
心事悠然。起與
趙君猷露坐月飲，戲吟此曲，蓋欲一洗鈿合金釵之塵。他日野處見之，甚為予擊節也
向秋來、
 
秋来たりて
漸疏班扇，
 
漸く班扇疏み
雨聲時過金井。
 
雨の声
　
時に金井を過ぐ
堂虛已放新涼入，
 
堂虚しく已に放たれて新涼入り
湘竹最宜攲枕。
 
湘竹枕を攲つる 最も宜し
閒記省。
 
閒かに記省す
又還是、
斜＊
河舊約今再整。天風夜冷。
自織錦人歸，乘槎客去，此意有誰領。空贏得，今古三
＊
星炯炯。
銀＊
波相望千頃。
柳州老矣猶兒戲，瓜果為伊三請。雲路迥。漫說道、年年野鵲曾並影。無人與問。但濁酒相呼，
 
但だ濁酒相呼び
疏簾自捲，
 
疏簾を自ら捲くに
微月照清飲。
 
微月
　
飲むを清らに照らす
○斜河・銀波
　
天の河。○三星
　
織女星。
＊訓読文は ﹃漢詩大系
24﹄ の解釈を参考にした。
姜
夔
は南宋中期の文化人で、詞を始め音楽など様々な分野で作品
を残している。時期を同じくして詞と詩両方で ﹁
攲
枕」の用例があ
る范成大とも吟詠酬唱しており、詞人同士の繋がりの中で詩語 ﹁
攲
枕」 も広まっていたことが窺える。﹁
攲
枕」の用例としては南宋詞で唯一
 悠緩
 の
情
景
で
用
い
て
お
り
注
目される。のんびりと横になって竹を観賞する場面であり、白居易﹁東樓竹」 など唐詩の用例に通じる用法である。竹の他 ﹁斜河」 ﹁野鵲」等様々の景色も詠んだ長編の詞であり、 ﹁
攲
枕」 もそうした景色を見
るための
 感懐
 の用法と捉えることもできそうである。
しかし
﹁最宜」
が掛かっており、かつ詞題にも ﹁心事悠然」とあるのでのんびり眺める
 悠緩
 の情景が深いと判断した。
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詞題には更に ﹁偃臥窗下」とあるが、これはまさしく ﹁
攲
枕」の状
態を表現したもので、窓辺に横になっている様子であることが窺える。因みに ﹁
偃えんが
臥
」 は臥せる意である （ ﹁偃」 は狭義には仰向けに臥せ
る意味を表すが、ここでは単に る意と考えられる︶ 。
また詞文の末尾には ﹁疏簾自捲」 とあり、 ﹁
攲枕」 とは離れてはいる
が窓辺の情景を詠った詞として ﹁簾」 も詠まれてい 。先述の韓淲 ﹁西江月」 など同時期には ﹁
攲
枕」 と ﹁窓」 を共に詠む例が多く、その窓と
いう場所のため ﹁簾」 に結び付き易くなっていることも考えられ 。
・張輯 （＊一二五〇頃
 鄱陽
 江西省︶ ①
 憂悶①
 
霜天曉角
　
 憂悶
 
（詞題︶ 日暮暮天雲闊。懶汎琴三
＊
疊。
恰有梅花相伴，
窗兒上、一枝月。
憶別。恁時節。
 
別れを憶
おも
ひ
　
時節を恁
おも
ふ
吟情誰共說。
 
吟情誰か共に説
かた
らむ
攲枕偶成清夢，
 
枕を攲つるに
偶
たまたま
清夢成し
畫角曉、
 
画＊
角暁に
更愁
。
 
更に愁ひ絶
はなは
だし
○三畳
　
三度演奏すること。○画角
　
絵の描かれた笛。
張輯は南宋後期の詞人で、同郷の姜
夔
に詞を学んだと伝えられ
る。しかし ﹁攲枕」 の用法では
 悠緩
 の情景であった姜夔と異なり、
﹁更
愁
」などとあるように悲哀に溢れた
 憂悶
 の
情
景
で
あ
る。
同
時
期
の
﹁
攲
枕」 の例を見てみると
 憂悶
 の
情
景
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く、
張輯もそちらに随ったのであろう。特に張輯の前後 （十三世紀中頃︶の ﹁
攲
枕」 用例は、趙長卿・
吳
文英・
黃
昇・衛宗武と、張輯も含めれ
ば計五人の詩人が揃って
 憂悶
 の情景で用いており、
 憂悶
 の
傾
向
が
強
かったことが窺える。逆に
 悠緩
 の情景で用いた姜
夔
の
詞
が
特
に
例
外
であったと考えられる。
姜
夔
の用例に繋がる内容としては、共に ﹁窓」辺に関して詠まれ
ている点が挙げられる。 ﹁
攲
枕」と ﹁窓」の関連については先の姜
夔
詞の解説でも触れたが、 の張輯の例でも ﹁窗兒」とあるよ に詞中に ﹁窓」 が詠ま ている。こ ﹁窓」 を伴う用法は南宋後期の ﹁攲枕」の用例 特筆されるもので、節末で詳述したい。
・王沂孫 （一二七〇頃
 会稽
 紹興︶ ①
 感懐①
 
瑣窗寒
　
 感懐
 
（詞題︶ 春寒料＊
峭東風，
廉纖細雨，落梅飛盡。
單衣惻惻，再整金猊香燼。誤千紅、試妝較遲，故園不似清明近。
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但滿庭柳色，柔絲羞舞，淡黃猶凝。芳景，還重省。
 
芳かぐは
しき景
けしき
　
還た重ね省みる
向薄曉窺簾，
 
薄暁に向ひて簾を窺ひ
嫩陰攲枕。
 
嫩陰に枕を攲つ
桐花漸老，已做一番風
＊
信。
又看看、綠遍西湖，早催塞北歸雁影。等歸時、
為帶將歸，
併帶江南恨。
○料峭
　
風の寒い様。○風信
　
季節の風。
王沂孫は同時代の周密、張炎と並んで特に詠物詞をよくし、宋末
を飾る詞人として名がある。詠物詞とはその名の通り一つの主題（物︶について詞を詠んだものであり、右の用例 ﹁瑣窗寒」も詞題にある通り 〝春寒〟 （春の寒さ︶ について詠んだ詞である。﹁
攲
枕」の情景としては横になって庭の景色を眺める
 感懐
 の
用
法
であるが、前後の ﹁窺簾」 ﹁歸雁」という語句に注目したい。これまでも述べてきたように、 ﹁
攲
枕」と簾・雁を共に詠む用法は唐詩の
﹁
攲
枕」 の初期の例に端を発するものであり、宋末までその組み合わ
せが引き継がれていたことが分かる。また詞の終わりの雁に掛けて﹁歸
」 が三度続けて用いられており、望郷の想いも強く含まれている
と考えられる。
詞中ではないが詞牌に ﹁窓」が入っており、この王沂孫の詞でも
﹁攲枕」 と 窓」 の繋がりが確認できる。
南宋期において
 悠緩
 の例は姜
夔
の
一
例
し
か
な
く、
区
切
っ
た
時
期
全
体で四十四例あることを考えればほぼ特異な用法とも取れる程の偏りである。
 感懐
 と
 憂悶
 ではやや
 感懐
 の数が多いが、
その中でも物寂
しい風景を詠んだ例が多く、悠然と寝そべる様を詠んでいる例は少ない。また
 憂悶
 の
例
で
は
特
に
﹁
断
腸
」﹁
愁
絶
」
な
ど
悲
哀
極
ま
る
情
景
が
目立った
更に特筆すべき点として ﹁窓」 を共に詠む用法がある。南宋期で ﹁
攲
枕」 と同首中に ﹁窓」 用いているのは、 范成大、 梁安世、 張
掄
、 侯寘、 程
垓、姜
夔
、
吳
潛 （二首︶ 、張輯、衛宗武、
黃
公紹、王沂孫の十一人に上る。
﹁
攲
枕」 と ﹁窓」 を共に詠むのは、 北宋期以前でも決して珍しくはない （本
稿で取り上げた例では馮延巳 相見歡」 や柳永 ﹁慢卷紬」 など︶ が、 これほど常套的ではなかった。 南宋期の ﹁
攲
枕」 が、 寝そべって窓辺から外を
見る等、 特に景色を眺める動作として多く用いられ たことの証左でもあろう。五
　
まとめ
五―（一） 「攲枕」 用法変遷論総括 （唐～宋、詩・詞）﹁
攲
枕」の
 悠緩
 から
 憂悶
 へ
の
用
法
の
変
遷
は
一
体
ど
の
様
に
し
て
起
こったのか。その
 感懐
 の
用
法
を
除
く
変
化
に
つ
い
て、
姉
妹
編
を
含
む
今
回までの調査で分かったことを書き出してみる。
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・
 詩においては唐から五代十国に時代が変わると共に
 悠緩
 か
ら
 憂悶
 へ用法が急転換している。
・
 詞においては唐から宋末まで一貫して
 憂悶
 の
用
法
が
主
流
で
あ
る。但し唐代の詞における用例は二例しか伝わっておらず、正確な用法の傾向は不明である。
・
 少数ではあるが唐代の
 憂悶
 の
用
法
は
複
数
の
作
者
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
ている。 一方宋代の
 悠緩
 の例は特定の作者に限られる程少ない。
概ね右の様に整理されるが、 ﹁詞では一貫して
 憂悶
 が
主
流
だ
っ
た
」
のは詞と詩という形式の違いによるものではなく、年代的に詞には唐代 用例が少なかったためであることは注意しておきたい。推測ではあるが、もし唐代の詞の用例が多く残されていた らば、その中に
 悠緩
 の用法も多くあっただろうと考えられるのである。
詞と詩の形式は関係なく、時代的な唐から五代十国への変革に
よって
 悠緩
 から
 憂悶
 へ
の
用
法
の
変
化
が
起
こ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る。
つまりその変革期の用例に用法変遷の鍵があるはずだが、 ﹁詩」 においてはそういった用例は見出せなかった （唐詩篇
 五︶ 。しかし今回
﹁詞」 の方において、その契機となった用例を推定することができた。五―（二） 用法変遷の鍵―南唐後主李
りいく
煜と南唐詞人たちの 「攲枕」―
その
 悠緩
 から
 憂悶
 へ
の
用
法
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
用
例
と
し
て、
本
稿では南唐後主である李煜の詞を挙げたい。李煜は前章でも解説した通り宋に国を滅ぼされた悲劇 王であり、その哀切の想いを詠んだ数々の詞は五代十国期を代表する作品として名高い。そ 詞作の一つに、 ﹁
攲
枕」 が
 憂悶
 の
情
景
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る。
詳
細
は
前
章を参照して頂きたいが、寂しい夜更けに独り物思いに耽る場面を﹁攲
枕」で表現している。そこから ﹁
攲
枕」＝切ない
 憂悶
 の
情
景
と
い
う認識が広められたと考えられる。
ただ、李煜一人の用例だけでその後
 憂悶
 の
用
法
が
多
用
さ
れ
る
よ
う
になった、とも考えにくい。そこに 歐陽修や柳永など、宋代で初めに ﹁攲枕」 を詞に使い、且つ
 憂悶
 の情景で詠んだ人物の影響もあっ
たと考えられる。これら宋詞初期 活躍した人物について、村上哲見氏の論に興味深い記述がある。
……詞についていえば最初の開花期である。この時期の詞人
としては
晏あんしゅ
殊、
欧陽修、
張ちょうせん
先、
柳りゅうえい
永
の四人の名を挙げねばなら
ぬが、興味深いのがこの四人が
皆かつて南唐の支配下に在った
地域の出身である
ことで、
北宋における南唐の文化的な影響が
非常に根 深いものであることを考えさせられる。
何と歐陽修や柳永も元南唐の地域の出身だったのである。南唐が宋に滅ぼされたのは西暦九七五年なので歐陽修 （一〇〇七
―一〇七二
 ︶ らは南唐が滅んだ後の世代ではあるが、確かに本稿に
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よる調査でも曾て南唐であった地域の出身と確認できた。歐陽修や柳永、そして晏殊の子である晏幾道という旧南唐地域出身の詞人達が、揃って ﹁
攲
枕」を
 憂悶
 の
用
法
で
用
い
て
い
る
の
は
お
そ
ら
く
単
な
る
偶然ではないだろう。亡き祖国の王李煜を偲んだとまでは言えないが、その詞から ﹁
攲
枕」 の用法を学び取ったことは考えられる。歐陽
修ら旧南唐地域の詞人達によって、北宋以降
 憂悶
 の ﹁
攲
枕
」
の
用
法
が決定付けられたのである。﹁
攲
枕」 の
 憂悶
 の
用
法
が
多
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は、
﹁
南
唐
の文化的な影響」か 始まったと考えて良いだろう。その中でも用法変遷の最たる要因になったのは 他ならぬ南唐後主李煜の詞あったのではないか、と推定してみたい。六
　
先行研究における 「攲枕」 情景
詩・詞における ﹁
攲
枕」の情景的用法の遷り変わりが整理できた
ところで、 ﹁
攲
枕」 の先行研究での情景に関する記述を確認してみた
い。管見の限り以下五論において ﹁
攲
枕」の
 悠緩
 と
 憂悶
 の
情
景
に
つ
いての記述が見られた。まず論文の年代順にその記述箇所を抜粋していく。
㊀工藤篁 （昭和三十三年︶人が独寝の憂さを嘆ずるとき、枕を如何な 状態において閑情に
たえたのであろうか。枕を高くして寝るという行為は、頭部の鬱血を散じ、安眠をもたらす つまり
攲
枕することも精神の安定感を促
すことにほかならない。
㊁岩城秀夫 （昭和三十八年︶
・
 夜更け、あるいは明け方近くに、
眠れぬままに輾転反側している
様子をうかがわせる。
・
 おおむね不眠の夜の輾転反側の状態に関係のあることを思わせる
・
 白居易と元
稹
といずれが早く欹枕の二字を用いたかは、詳らかで
ないが、両人の使用例には差異がある
わけである。元
稹
は
眠れぬ
夜の輾転反側を欹枕で表現しようとした
のであり、
五代から宋へ
と、とくに、
詞の分野では元
稹
と同じ方向に用いた場合が多い
が、
……
・
 おそくまで熟睡した朝の 起きるのも面倒で寝そべっている
作者
の様子を想像するのが、正しいであろう。㊂埋田重夫 （昭和六十三年︶本稿では狹義
詩語
00
としての ﹁欹枕」を考察の對象にしており、
詞語
00
としての ﹁欹枕」 については直接には言及しない。 ﹁欹枕」 によっ
て示される側臥姿勢は、 おおよそ、 ①ゆったりとくつろいだ貌
（悠々
自適の状態︶ 、②
憂愁のため輾転反側する貌
（悶々として寝つかれな
い状態︶に分けることができるが、
詞の世界
では、
より多く②の方
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向に傾いて使用されている。
㊃戸川芳郎 （昭和六十三年︶
・
 獨り寢の憂さを歎じつつ、夜半の寝覺めの閑情
にたえつつ、 ﹁枕を
そばだて」 て頭部を高くし、鬱血を散じ安眠を得ようとする。
・
 侘び住まいの閑愁であれ獨り寢の憂さ
であれ、安眠の得られない
精神の鬱屈状態や、また熟睡できぬ病患による身體の發熱状態や、﹁攲枕」 がそういう時に置かれた氣持を表現する用語であること。㊄松浦友久 （平成七年︶作者はその楼上で
閑雅な昼寝を楽しみ、目覚めの
ものうさ
0000
のなか
で、枕に
欹よこた
わったまま、
看み
ても看あきぬ竹の美しさを、
長時間にわ
00000
たって
000
楽しんでいるのである。
﹁
攲
枕」に本稿で謂う
 悠緩
 と
 憂悶
 の
二
通
り
の
情
景
が
あ
る
こ
と
を
初
めて取り上げ のは
㊁
岩城論文であり、これは前稿 （三―（四︶ ︶で
も確認したところである。そしてその後の
㊂
埋田論文でもこの
 悠
緩
 ・ 憂悶
 二通りの情景について言及されている。
㊀
工藤論文、
㊃
戸
川論文、
㊄
松浦論文では各論の取り上げた ﹁
攲
枕」用例についての
情景が分析されており、
㊀
工藤論文・
㊃
戸川論文では
 憂悶
 の、
㊄
松
浦論文では
 悠緩
 の内容が解説されている。
興味深い記述としてまず一つ、
㊀
工藤論文・
㊃
戸川論文では ﹁
攲
枕」を安定した体勢とした上で、憂愁の想いに
堪えるため
00000
の姿勢と
して解説されていることが挙げられる。本稿では単に自然と ﹁悶々と輾転反側する様子」として捉えてきたが、辛い思
堪えるため
00000
にする能動的な動作とみることもできるようである。
 悠緩
 と
 憂悶
 の用法の使い分けについて論じられている
㊁
岩
城
論
文・
㊂埋田論文では、二論共通して ﹁詞の分野では」
 憂悶
 の用法が多
いことが指摘されている。ただ、お二人の論を比較すると若干の差異がある （前稿
 三―（四︶ ︶ 。即ち、岩城氏は ﹁
攲
枕」 の主な情景を
 憂
悶
 （不
眠
の
夜
の
輾
転
反
側
︶
に
置
い
て
論
じ
て
い
る
（
白
居
易
の
例
に
つ
い
ては
 悠緩
 の情景が相応しいとしている︶のに対し、埋田氏は、
詞
語
00
とし
 憂悶
 に傾いているとしながらも、
 悠緩
 の
情
景
を
基
調
に
し
て
論じているのである。この二者の論の違いは、それぞ 主に取り上げている ﹁
攲
枕」の用例 （岩城氏は詞、埋田氏は白居易の詩︶の違い
から生じたものであると考えられ 。本 としては、 ﹁
攲
枕」の
 悠
緩
 と
 憂悶
 の
趨
向
は
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
等
に
よ
る
も
の
で、
ど
ち
ら
か
が
主
で
あるということはないと捉えたい。
また ﹁
詞の分野では
」 憂悶
 の
用
法
が
多
い
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
、
本
稿
で
考察してきた通り事実ではあるが、厳密には詞という形式 よ 傾向ではなく、時代的に
 憂悶
 の用法が多い五代以降にしか詞の ﹁
攲
枕
」の
用
例が殆ど残されていな ためであるこ を指摘しておきたい。
以上五本の論文を総じて見てみると、 ﹁
攲
枕」の情景としては
 憂
悶
 の用法の方がこれまで多く論じられており、
 悠緩
 の
用
法
に
つ
い
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ては白居易の用例に関する場合のみ取り上げられていることが分かった。
 悠緩
 の
用
例
も
唐
代
を
中
心
に
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
らず
 憂悶
 の用法が注目されているのは、 ﹁攲枕」
が五代以降の詞の言
葉としての印象が強くあるためであろうか。確かに用例数は宋代の詞におけるも が最も多 、 ﹁
攲
枕」 は宋詞の全盛期に愛用された語
彙であった いえる 、それだけが理由ではないと考えられる。
本邦での ﹁攲枕」 （枕をそばだつ︶ は、 菅原道真の漢詩や ﹃源氏物語﹄
によって
 憂悶
 の情景を表す詩語としての印象が強かった （前稿
 七
︶
ため、五論文でも
 憂悶
 の
用
法
が
多
く
論
じ
ら
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
ある。特に
㊃
戸川論文などはその ﹃源氏物語﹄の用例に重点を置い
た内容である。こうした傾向の根柢には、五論文にしても道真詩にしてみても、しみじみと 切なさのある
 憂悶
 の
詩
情
の
方
を
好
む、
日本人日本文化の感性が影響 ている ではな ろうか。七
　
跋語
ここまで唐詩篇、宋詩篇を含めて三本の拙論にて ﹁
攲
枕」の情景
的な用法を調査してきた。初め ﹁
攲
枕」 という一詩語の意味、日本に
おいての受容の考察を趣旨としてい もの （前稿︶から、大変奥深い調査に ったと感じる。
一通りの調査を終えてみて、一詩語の情景的用法の変遷という細
かな視点の調査結果から、詠まれた時世の流れや詩人達同士の交
流、語彙用法の継紹の系譜を垣間見ることができた。同じ ﹁
攲
枕 （枕
をそばだつ︶ 」 という動作であっても、それをどういった情景で用いるかは、時代毎の流行や、ど 先人 詩作の手本 したかによって左右されるのである。また本稿で注目した南唐後主李煜のよ に、言葉の情景に詩人本人の生き様・境遇が映 出される場合も少なくはない。そしてまたその言葉が海を渡れば、その文化に合わせた用法で詠まれるようになるのである。
言葉の用いられ方というものが、如何に移ろいやすいものである
かを改めて実感することができ 。特に今回の ﹁
攲
枕」 のように、中
国と日本それぞれの国で用いられ、用法の変遷のある語彙は興味深い。平安初期までに大陸からもた され 他 語彙について、また機会があれば調査をし みたい。
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︻付記︼
本稿は安部清哉・中山大輔 ﹁唐詩詩語 ﹁欹枕」 の漢文訓読語としての ﹁枕
をそばだてて （聞く︶」 （側臥︶」 （平成二十五年︶ の続編として、中国唐代から宋代末までの詞における ﹁
攲
枕」 の用法を調査したものである。また
姉妹編として、次の続編をまとめてきた。○
 中山大輔 ﹁中国詩詩語 ﹁
攲
枕」用法変遷論―唐・五代詩篇―」 （平成
二十六年︶
○
 中山大輔 ﹁中国詩詩語 ﹁
攲
枕」 （枕をそばだつ︶ 用法変遷論―宋詩篇―」
（平成二十六年︶本稿は、これら三本のまとめとしての内容も含む。詩語 ﹁
攲
枕」 （枕をそばだつ︶の調査を始めた切っ掛けには、中山の卒
業論文 （学習院大学︶ があるのだが、安部清哉先生にはその卒業論文指導から本稿に至るまで多くご指導・ご助言を頂いてきた。末尾ながらこの場を借りて篤く御礼申し上げます。︽附言＝安部清哉︾安部・中山 （ 〇一三 にて共著者としてこの問題を取り上げたが、その後の二本では、中山氏単著として加筆をしないよう、原稿は特に確認せずにいた。本稿はまとめの論になるので そ 後の二本を通覧してみたが、その訓読文のみ 一部に課題があ と感じた。助言の機会 怠ったことを恥じるが、一方、意味分類 は影響 いないと見られた。不十分な訓読には暖かき御助言をお願いできれば幸いである。なお、共著論文 （前稿︶と同様、畏友・末岡実氏 （元・フェリス女学院
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大学教授︶ に一部ご覧いただいたところ、 ﹁日本語学者は重箱の隅を突つくような細かい分類をして るが、中国の詩人にとっては、ただの ﹃寝付けず横向きになってぼんやり物思いにひ っている﹄ いうだけの意味で、この語句として細かい使い分けなどないんじゃないかな。分類しような相違があるように見えるのは、たまたまその詩全体の文意・詩情の中でそう見えるというだけなのかも れな よ。 」 （安部が理解した大意︶ と御助言下さった。 ﹁目から鱗が落ちる」 うな思いがあった。
意味の分類は、岩城氏・
埋田
氏でも既に同様になされていたからでも
あったが、しかし、そのようにして、意味 したく ってしまう とにも、また、平安期にその中 一つの意味 （憂悶︶ のみを強く受容しくというそのことにも、中国語特有の広い 用法とは異なる、細かニュアンスにこだわる日本文化・日本語的な感受性が強く投影している営みなのかもしれない。そう気づかせてくれた言葉だ た。
一方、中国の詩・詞の用法を分類することは、確かに、平安期の用法
の偏りを客観化する方法としては、研究上意義があっ と思われる 何よりも、本稿で中山氏が明証し ように、 ﹁欹枕」 を複数回使用する詩人が、いずれか一つの意味のみを選んでい という事実は、やはり中国詩人も、微妙なニュアンスの相違を区別し選択していたことの証左だろ 、と、評価できよう。そのことも踏まえてもなお ご指摘いただいた面を、これからも中山氏と考えていきたいと思っ いる
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Variation in usage of the C
hinese poetic w
ord "
攲枕
(qi zhen)."
─
in Tang, Song. A
nd conclusion. ─
N
A
K
AYA
M
A D
aisuke
The poetic w
ord “
攲枕
(qi zhen)” cam
e into use during the tim
e of the 
Tang, and w
as used by m
any poets, such as B
ai Juyi. It m
eans “lie on one
sʼ 
side”, and it describes the act of lying dow
n leisurely or de-stressing w
ithout 
going to sleep. H
ow
ever, variations of this usage have not been investigated 
as yet. This paper exam
ines the different usages of “
攲枕
(qi zhen)” from
 
alm
ost all the exam
ples to be found in Song-era poetry. The different m
ean -
ings of “ 攲枕
(qi zhen)” are divided into the follow
ing three classes: “sense 
som
ething”, “relax in a leisurely m
anner”, and “feel lonely”. A
s a result of 
exam
ination by this classification, it is confirm
ed that the m
eaning “feel 
lonely” is continuously the m
ajor one in Song-era poetry. A
nd this change 
is caused by Southern Tang poetry. This paper is conclusion of m
y previous 
paper, and also carries out the conclusion of a previous w
ork on “ 攲枕
(qi 
zhen)”.
Key W
ords: C
hinese poetic w
ord, Song poetry, 攲枕
(qi zhen), lie on one’s 
side, Southern Tang
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